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  『アナログ&デジタル技工の先にあるもの』 

現在，歯科治療において，CAD/CAM技術を応用した補綴装置の製作におけるデジタル化が急速に
進んでいる．しかし一方では，義歯のようにまだまだデジタル化が困難であるとされる分野や，そも
そもデジタル化が困難である症例も存在する．そのため，デジタル化が進む中で，それを応用できな
いものに関してはアナログ技工を用いなければいけない． 
そこで本講演では，演者の臨床例を提示し，補綴装置の製作においてどのようにアナログとデジタ
ルを活用しているのか紹介する．また，アナログ技工の知識と経験が減少するこれからの世代に対し
て，どのようにしてアナログ技術を伝承していくべきかについて述べ，歯科技工士が向かうべき今後
の方向性を皆さんと共に考える機会となれば幸いである． 
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